
計画の事前説明書 

 

 宅地造成及び特定盛土等規制法に基づき，下記の内容にて工事を行いますので，関係者(行政区

長，町内会長，近隣住民，近隣水田耕作者)の皆様へ下記の内容を文書にてお知らせします。 

 

大崎市開発指導要綱周知項目 

開 発 事 業 者 の 氏 名  株式会社 村田工務所 代表取締役 村田秀彦 

開 発 事 業 者 の 住 所  大崎市古川江合錦町2丁目6-1 

電 話 番 号 TEL：0229-24-1500 

開 発 区 域 大崎市古川休塚字要害前 38番1、39番1、40番1 

開発区域の形態及び規模 現況地目：田、畑 敷地面積：1798.08m2 

開 発 の 目 的  資材置き場 

開 発 予 定 期 間 令和 7 年 8月 1日 ～ 令和 8 年 6月 30日 

工 事 の 概 要 等 

・ 交通規制 

・ 危害の防止策 

・ 周辺に及ぼす影響及び

その対応策 

1. 本工事は当社資材置場として上記区域の造成工事を行うものです。 

2. 安全管理について 

① 工事現場周辺はロープ、バリケード等で危険区域を明示し、近隣

の皆様に危険が及ぶことが無いよう努めます。 

② 工事車両の出入りは一般車両及び第三者の優先を徹底します。 

③ 重機等は作業終了後、必ず施錠します。 

④ 強風による資材の散乱、油脂等の水路への流出を防ぐため資材置

場の整理整頓を常に行います。 

3. 周辺生活環境対策について 

① 振動・騒音対策として、低騒音型の建設機械を使用するととも

に、重機不使用時はアイドリングストップを徹底します。 

② 残材等は常時適切に整理・処分します。 

工事用の資材運搬等の運搬

車両，運搬経路及び台数等 

 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ(10t)8台 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ(4t)1台 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ(2t)1台 

 ﾊﾞｯｸﾎｳ(0.7m3)1台 ﾊﾞｯｸﾎｳ(0.45m3)1台 ﾊﾞｯｸﾎｳ(0.25m3)1台 

 ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ(25t)1台 振動ローラ2台 ｱｽﾌｧﾙﾄﾌｨﾆｯｼｬ１台 

 

宅地造成及び特定盛土等規制法周知項目 

工 事 主 の 氏 名 又 は 名 称  株式会社 村田工務所 代表取締役 村田秀彦 

工 事 主 の 住 所  大崎市古川江合錦町2丁目6-1 

工事が施工される土地の 

所 在 地 
大崎市古川休塚字要害前 38番1、39番1、40番1 

工事施工者の氏名又は名称 株式会社 村田工務所 

工 事 予 定 期 間 令和 7 年 8月 1日 ～ 令和 8 年 6月 30日 

盛 土 又 は 切 土 の 高 さ 盛土：1.0ｍ 切土：0.8ｍ 

盛 土 又 は 切 土 を す る 

土 地 の 面 積 
1895.33 ㎡ 

盛 土 又 は 切 土 の 土 量 盛土：900㎥ 切土：18㎥ 

 

そ の 他 必 要 事 項 

造成計画についてのご質問等がございましたら下記連絡先までお願い致し

ます。 

有限会社 和光測量設計社 相澤 TEL: 090-2602-4968 
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資機材搬入出計画図

資機材搬入出経路① 資機材搬入出経路②

造成範囲

県道1号 古川佐沼線
至 三本木方面

至 荒谷方面
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